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通信教育指導室から、こんにちは。 

「しんぶんし」や「たけやぶ やけた」のようなことばや文を，

回文（かいぶん）と言います。こんなのもあります。 

「なくな こねこ こねこ なくな」 「じいさん てんさいじ」 

考えた人、すごいですねえ。 

実は，算数の世界にも，回文ならぬ、回式（かいしき）というのがあります。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

■ 問題から子どもの論理を引き出す 
 

「回文」の算数バージョンに「回式」があります。

左から読んでも右から読んでも数字の並び方が同

じ式のことを言います。早速、問題です。 
 

問題 （式） ＡＢＣＤ × ９ ＝ ＤＣＢＡ 

上の計算が成り立つように、 

・ＡＢＣＤに、０～９の数を入れましょう。 

・ただし、同じ記号には同じ数が入ります。 

・使える数は１回だけです。 （超難問＊佐藤俊） 

 

子どもたちは、眉間に皺を寄

せて考え込みます。ただ、やみ

くもに数を入れるだけでは、答

えを導き出すのは難しそうで

す。 

「じゃあ、早速答えを言おうかな…」と私が冗談

を言うと、クラスはブーイングの嵐。 

「ちょっと待って！」「ヒントをください！」 

子どもたちは、やる気満々です。 

当然ですが、授業で私から答えを言うことはあ

りません。教師が答えを口にした途端、子どもた

ちから考える力が消えてしまいます。 

しかし、一人で考えるには難しい場合もありま

す。そこで必要となるのが、ヒントです。 

既に問題を解き始めた子に、手掛かりとなるヒ

ントを言ってもらうのです。 

「わかった子は、友だちのためにヒントを言って

あげよう。答えを言わないように気をつけてね。」 

ある子が言います。 

「Ａを最初に解くといいです」 

いいヒントですね。 

「なるほど、Ａから解くんだ。Ａの数がわかった

人は手を挙げてごらん。まだ少ないね。もうちょ

っと待ってみようか。適当に数字を入れてみるの

もいいかもしれないね」 
 

事前に教材研究をしていると、教師はつい、い

ろいろなことを言いたくなります。しかし、ぐっ

と我慢。授業づくりのポイント①は、一番言いた

いことは子どもから出させることです。なんとか

して、子どもを主役にさせなくてはいけません。 

Ａに入る数を見つけた子が増えた頃を見計ら

って、もう一度尋ねます。 
 

「Ａがいくつになるか、わかった人？」 

「はい！」 

「いくつ？」 

「１です」 

「本当に？」 

「本当です。だって…」 
 

授業づくりのポイント②は、子どもの答えに教

師が疑問符をつけること。 

「え？」や「本当？」と言うと、子どもははじ

め困惑します。正しいのに、「え？」と言われる

と本当に正しいのかと思ってしまう。 

しかし、答えに自信のある子はその後、必ず「だ

って」とか「なぜなら」と言います。そして、こ

の後に続くのは、「論理」です。子どもからいか

に論理を引き出すかが、教師にとって大きな勝負

になってきます。 

細水保宏先生 

ＡＢＣＤ 

×   ９ 

―――――― 

ＤＣＢＡ 



■ 筋道を立てて考えさせる ⇒ 算数の魅力ＵＰ 

 

どうして、Ａに当てはまる

のが１なのか。ある子が説明

しました。 

「Ａが１よりも大きい数に

なると、９×Ａが、１桁でお

さまらなくなるからです」 

彼の言わんとしていることはなんとなくわかり

ますよね。 

でも、教師はここで子どもたち全員が納得した

と思ってはいけません。教師が一人で説明しても、

全員を納得させるのは難しいのですから、子ども

の言葉であればなおさらです。 

私は、頷いていた別の子に問います。 

「今の説明、わかった？じゃあ、同じ言葉でもい

いから言ってごらん」 

その子は微妙に言葉を変えながら、同じような

ことを言いました。それでわかる子もいます。同じ

ことでも、子どもの言葉が２種類出てくれば、わか

る子は増えます。彼らの説明に多くの子がうなず

きます。それでも、わかっているのはクラスの８

割。残りの２割は、まだモヤモヤしています。 
 

そこで、教師が子どもたちの説明をフォローし

てあげます。 

「今、彼はすごいことを言ったんだよ。もし、Ａ

に２を入れてみると、２×９＝１８で、答えのＡ

ＢＣＤが４桁ではなく、５桁になってしまう。こ

れじゃ、ダメだよね。じゃあ、３の場合だったら？

３×９＝２７で、ダメだ。でも、１だったら？ 

１×９＝９、ちゃんと４桁でおさまりますね」 

 

納得した子どもたちを見て、私は続けます。 

「これでＡＢＣＤの１つがわかりました。４分の

一がわかったね。テストだったら２５点もらえる

ぞ！」 

私の大げさな言い回しに乗せられて、何人かが

挙手します。 

「Ａがわかれば、Ｄもわかるよ」 

「え？本当？」 

「Ｄは、９です！だって、Ａ

が１ということは、１×９＝

９で、Ｄは９になるからです」 

 

「おお！半分できたね。５０点だ。次はどこがわ

かるかな？」 

「Ｂです！」 

「じゃあ、誰か、Ｂのところを説明できる子はい

るかな？」 

「はい。Ｂは、０です。理由は、９にＢをかけて

繰り上がりが１つでもあると、Ａが２桁になって

しまいます。繰り上がりのない９のかけ算は、０

か１しかありません。でも、１はもう使っている

ので、０を入れました」 

 

これでＡＢＣＤのうち、３つ

がわかりました。残りは、Ｃで

す。 
 

「Ｃはいくつになるかな？」 

「８！」 

「本当？何でわかったの？」 
 

「一の位が９で、９×９＝８１で、８が繰り上が

りました。Ｂが０なので、８とたして０にならな

いといけないと思いました。だから、なんとか２

をつくらないといけません。９の段で一の位が２

なのは８×９＝７２なので、答えは８です」 

「お見事！よくわかったね！」 
 

ＡＢＣＤをすべて当てはめると、次のようにな

ります。 

Ａがわかると、次がわかり

ます。次がわかると、その次

がわかります。そうやって解

いていくと答えがわかる。 

これは、算数の楽しさの一つです。筋道立てて

考えることで、答えがわかるのが算数の魅力。た

まにはこういった問題もいいのではないでしょ

うか。 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

『算数のプロが教える教材づくりのコツ』細水保宏著（p.27-）＋YouTube「細水校長のワクワクチャンネル」第９話 

１ＢＣＤ  

×     ９ 

―――――― 

ＤＣＢ１ 

１ＢＣ９ 

×     ９ 

―――――― 

９ＣＢ１ 

１０Ｃ９ 

×     ９ 

―――――― 

９Ｃ０１ 

１０８９ 

×      ９ 

―――――― 

９８０１ 


